
株式会社塚腰運送 様

クラウド型点呼システム「Cagou IT点呼」お客様導入事例

「Cagou  I T点呼」の遠隔点呼機能を活用し、拠点ごとに
実施していた点呼業務を「点呼センター」に集約。
運行管理者とドライバーの負荷軽減を実現
トータル・ロジスティクス・プロバイダーである株式会社塚腰運送（以下、塚腰運送）は、2023年に運行管理業務
の改革に乗り出しました。その負担軽減策の１つとして、塚腰運送は株式会社コア（以下、コア）の「Cagou IT点
呼」を採用し、遠隔点呼機能を活用して拠点ごとに実施していた点呼業務を「点呼センター」に集約。昼夜を問わ
ずドライバーの点呼依頼に運行管理者が即応しつつ、会社全体の点呼作業の省力化を実現しました。同時に運
行管理者とドライバー間のコミュニケーション活性化、安全に対する社内意識向上に貢献しています。

導入前の課題

安全な運行管理の徹底と品質向上を
Cagou IT点呼で実現
1910年に京都で創業してから110年余りの
社歴を持ち、現在は近畿一円に加え、名古
屋、広島、福岡、さらに関東にも拠点を展開す
る塚腰運送。同社は半導体製造装置や医療
機器といった精密機器の運送に強みを持ち、
製品の搬出入や据え付け、倉庫管理などを
一気通貫で担うトータル・ロジスティクス・プ
ロバイダーとして、成長を遂げてきました。こ
の度、同社 取締役 ロジスティクス事業部 事
業部長 中川佳之氏と業務管理事業部 品質
管理課 課長 浅井政信氏に「Cagou IT点呼
」導入による運行管理業務の改革について
伺いました。
「当社は運送事業だけでなく、アウトソーシン
グや観光関連施設の運営やイベント企画な
ど多彩な事業を展開しておりますが、創業時
から主力の運送事業で最重要テーマとなっ
ていたのが、安全な『運行の管理』徹底と『品
質向上』です。『Cagou IT点呼』は、その実現
のために導入しました」

3つの点呼業務に標準対応
開発から運用までワンストップな
サポート体制を評価
塚腰運送では、新たな運送拠点の開設や他
社の吸収合併によって事業を急速に拡大し
ていて、持続的成長を支えられる事業基盤の
再構築という経営課題を抱えていました。浅
井氏は、当時を次のように振り返ります。
「2015年以降、組織体制の強化などさまざ
まな施策を講じ、一定の成果を上げることが
できましたが、継続的な検討が必要な課題
の1つがドライバーの点呼業務の見直しでし
た。内部監査の結果からも、拠点ごとに実施
する点呼業務の標準フローがなく、また運行
管理者が多忙のあまり点呼対象のドライ
バーを待たせてしまう状況が浮き彫りになり
ました」
いわゆる点呼業務の標準化が不可欠で、そ
の実現を条件に選定・採用を決めた点呼シ
ステムが、コアの「Cagou IT点呼」でした。
「当社の運行管理者とドライバーの負担軽減
にはどのようなシステムが最適か、社内でも

議論を重ねてきました。最終選定で『Cagou 
IT点呼』を採用した最大の決め手は、国土交
通省が定める『IT点呼』『遠隔点呼』『業務後
自動点呼』の3つの点呼形態をすべて網羅
し、組織体制に柔軟な運用形態と手順の自動
化により、運行管理者とドライバーの業務負
担を軽減できる点です」（浅井氏）
さらに、コアは開発から運用までを一貫して
行えるため継続的な機能拡張やサポート面
での信頼性を評価し、経営陣も交えた検討を
経て正式採用を決め、2023年12月から運
用を開始しています。

拠点ごとの点呼業務を点呼センター
に集約。24時間3交代制だった運行
管理者の負担を軽減
「Cagou IT点呼」導入以前の運行管理で特
に課題だったのが、深夜の点呼体制の確保
でした。深夜のドライバーが少ない時間帯で
も拠点ごとに最低1名の運行管理者を配置
する必要があり、運行管理者の負担が大き
かったといいます。
同社の8つの拠点には約110名のドライ
バーが在籍し、導入以前は拠点ごとに24時
間体制で運行管理者を3交代で配置してい
ました。
「Cagou IT点呼」導入後は、グループ企業も
含めて「遠隔点呼」を活用、各拠点は日中の
み運行管理者を配置し、深夜早朝の時間帯
は「点呼センター」に1名から2名の運行管理
者を配置することで拠点ごとの負担が軽減
しました。同時に、ドライバーの点呼依頼にも
即応できるようになりました。

運行管理者とドライバーの
コミュニケーション向上で
安全に対する意識改革を実現
「Cagou IT点呼」導入により、現場では点呼
業務の効率化だけではなく、さまざまな効果

も生まれています。その１つが、現場スタッフ
とドライバーの意識改革です。
「運行管理者がタブレットの大きな画面を使
い、ドライバーの表情を確認しながら点呼業
務を実施できるため、双方向のコミュニケー
ションがとれています。そばで見ていても、リ
アルな会話を通じて安全管理に対する意識
が変わってきたのを実感しています」（浅井
氏）
中川氏も、こうした意識の変化から関連業務
の改革やドライバーの健康管理強化にもつ
なげていけると考えています。
「当社は2024年2月から、運行管理者が直
接点呼をしない『業務後自動点呼』の運用を
開始しています。今後はドライブレコーダー
やデジタコなどのデータも有効活用し、業務
の自動化とともにドライバーのメンタル面も
含めて健康の管理や教育をさらに充実させ
たいと考えています」
「Cagou IT点呼」を活用した点呼業務改革
を通じて、塚腰運送ではさまざまな業務改革
を進めています。コアは、同社の取り組みも
参考にユーザーニーズに基づく「Cagou IT
点呼」の顧客満足度を追求し、物流業界全体
の効率化と安全性向上に貢献していきたい
と考えています。

導入の成果

▶拠点ごとに実施している対面点呼の業務フローを統一したい
▶深夜の時間帯や遠隔地のドライバーの点呼体制を整備したい
▶早朝や深夜の点呼業務にかかる拠点ごとの運行管理者の負担
を軽減したい

▶拠点ごとの点呼業務を「点呼センター」に集約し、業務
フローを標準化

▶いつでも確実にドライバーの点呼が行える環境を整備
▶点呼業務の省力化で運行管理者の労働時間を削減
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https://www.tsukagoshi.ne.jp/

株式会社塚腰運送
1910年に京都で創業して以来、110年余り
の歴史を誇る物流業界の老舗企業。現在は近
畿一円のほか、名古屋、広島、福岡、さらに関
東にも拠点を展開。輸送、搬出入、据え付け、
梱包、倉庫保管などの一貫したトータル・ロジ
スティクス・サービスを提供するほか、アウト
ソーシング、人材派遣、観光などの分野で幅
広い事業を展開している。

お客様プロフィール

安全な運行管理の徹底と品質向上を
Cagou IT点呼で実現
1910年に京都で創業してから110年余りの
社歴を持ち、現在は近畿一円に加え、名古
屋、広島、福岡、さらに関東にも拠点を展開す
る塚腰運送。同社は半導体製造装置や医療
機器といった精密機器の運送に強みを持ち、
製品の搬出入や据え付け、倉庫管理などを
一気通貫で担うトータル・ロジスティクス・プ
ロバイダーとして、成長を遂げてきました。こ
の度、同社 取締役 ロジスティクス事業部 事
業部長 中川佳之氏と業務管理事業部 品質
管理課 課長 浅井政信氏に「Cagou IT点呼
」導入による運行管理業務の改革について
伺いました。
「当社は運送事業だけでなく、アウトソーシン
グや観光関連施設の運営やイベント企画な
ど多彩な事業を展開しておりますが、創業時
から主力の運送事業で最重要テーマとなっ
ていたのが、安全な『運行の管理』徹底と『品
質向上』です。『Cagou IT点呼』は、その実現
のために導入しました」

3つの点呼業務に標準対応
開発から運用までワンストップな
サポート体制を評価
塚腰運送では、新たな運送拠点の開設や他
社の吸収合併によって事業を急速に拡大し
ていて、持続的成長を支えられる事業基盤の
再構築という経営課題を抱えていました。浅
井氏は、当時を次のように振り返ります。
「2015年以降、組織体制の強化などさまざ
まな施策を講じ、一定の成果を上げることが
できましたが、継続的な検討が必要な課題
の1つがドライバーの点呼業務の見直しでし
た。内部監査の結果からも、拠点ごとに実施
する点呼業務の標準フローがなく、また運行
管理者が多忙のあまり点呼対象のドライ
バーを待たせてしまう状況が浮き彫りになり
ました」
いわゆる点呼業務の標準化が不可欠で、そ
の実現を条件に選定・採用を決めた点呼シ
ステムが、コアの「Cagou IT点呼」でした。
「当社の運行管理者とドライバーの負担軽減
にはどのようなシステムが最適か、社内でも

議論を重ねてきました。最終選定で『Cagou 
IT点呼』を採用した最大の決め手は、国土交
通省が定める『IT点呼』『遠隔点呼』『業務後
自動点呼』の3つの点呼形態をすべて網羅
し、組織体制に柔軟な運用形態と手順の自動
化により、運行管理者とドライバーの業務負
担を軽減できる点です」（浅井氏）
さらに、コアは開発から運用までを一貫して
行えるため継続的な機能拡張やサポート面
での信頼性を評価し、経営陣も交えた検討を
経て正式採用を決め、2023年12月から運
用を開始しています。

拠点ごとの点呼業務を点呼センター
に集約。24時間3交代制だった運行
管理者の負担を軽減
「Cagou IT点呼」導入以前の運行管理で特
に課題だったのが、深夜の点呼体制の確保
でした。深夜のドライバーが少ない時間帯で
も拠点ごとに最低1名の運行管理者を配置
する必要があり、運行管理者の負担が大き
かったといいます。
同社の8つの拠点には約110名のドライ
バーが在籍し、導入以前は拠点ごとに24時
間体制で運行管理者を3交代で配置してい
ました。
「Cagou IT点呼」導入後は、グループ企業も
含めて「遠隔点呼」を活用、各拠点は日中の
み運行管理者を配置し、深夜早朝の時間帯
は「点呼センター」に1名から2名の運行管理
者を配置することで拠点ごとの負担が軽減
しました。同時に、ドライバーの点呼依頼にも
即応できるようになりました。

運行管理者とドライバーの
コミュニケーション向上で
安全に対する意識改革を実現
「Cagou IT点呼」導入により、現場では点呼
業務の効率化だけではなく、さまざまな効果

『Cagou IT点呼』がもたらした成果
を受けて、今後はドライブレコー
ダーやデジタコなどのデータを有効
活用しながら、ドライバーの健康管
理の強化と運行管理の効率化を両
立していきたいと考えています。

株式会社塚腰運送 
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も生まれています。その１つが、現場スタッフ
とドライバーの意識改革です。
「運行管理者がタブレットの大きな画面を使
い、ドライバーの表情を確認しながら点呼業
務を実施できるため、双方向のコミュニケー
ションがとれています。そばで見ていても、リ
アルな会話を通じて安全管理に対する意識
が変わってきたのを実感しています」（浅井
氏）
中川氏も、こうした意識の変化から関連業務
の改革やドライバーの健康管理強化にもつ
なげていけると考えています。
「当社は2024年2月から、運行管理者が直
接点呼をしない『業務後自動点呼』の運用を
開始しています。今後はドライブレコーダー
やデジタコなどのデータも有効活用し、業務
の自動化とともにドライバーのメンタル面も
含めて健康の管理や教育をさらに充実させ
たいと考えています」
「Cagou IT点呼」を活用した点呼業務改革
を通じて、塚腰運送ではさまざまな業務改革
を進めています。コアは、同社の取り組みも
参考にユーザーニーズに基づく「Cagou IT
点呼」の顧客満足度を追求し、物流業界全体
の効率化と安全性向上に貢献していきたい
と考えています。

製品ページ ソリューションに関するお問い合わせ

※本事例の記載内容は2024年3月現在のものです。 ※本事例で記載されている会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。

総合開発研究所内の点呼センターに設置された点呼機器

お問い合わせはこちらから 株式会社コア 関西カンパニー
https://www.core.co.jp/ 
Cagouサポート窓口（営業時間：平日 10:00～17:00 土日祝除く）
フリーダイヤル：0120-939-861  MAIL：nioi-sales@core.co.jp

https://www.core.co.jp/service/iot/cagou-alc https://info.core.co.jp/public/application/add/857


